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『詩經』「木瓜」義解管見─ 1 ─

一
、
前
言

　
『
詩
經
』
衞
風
「
木
瓜
」
毛
傳
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
言
説
が

付
せ
ら
れ
て
い
る
。

孔
子
曰
、
吾
於
木
瓜
、
見
苞
苴
之
禮
行
。

孔
子
曰
は
く
、
吾
れ
「
木
瓜
」
に
於
て
、
苞
苴
の
禮
の
行
は
る
る

を
見
る
、
と
。

　

右
は
、『
詩
經
』
の
註
解
と
し
て
最
古
と
さ
れ
る
、
漢
の
毛
亨
・
毛
萇

の
註
釈
に
引
用
さ
れ
た
孔
子
の
言
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
世
朱
熹
『
詩

『
詩
經
』「
木
瓜
」
義
解
管
見

─
「
喩
」
の
機
能
に
つ
い
て

石
本
道
明

集
傳
』
に
お
い
て
恋
愛
詩
と
さ
れ
る
「
木
瓜
」
が
、
こ
こ
で
は
「
禮
」
執

行
の
実
例
と
し
て
選
奨
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
注
目
す
べ
き
点
は
、

『
詩
經
』
読
解
の
視
点
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
原
詩

の
始
原
的
意
味
内
容
で
は
な
く
、「
禮
」
と
の
関
係
性
の
中
に
「
詩
」
が

定
位
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
の
註
釈
が
、
漢
代
に

於
け
る
礼
学
の
盛
行
と
い
う
学
問
的
思
潮
に
引
き
着
け
ら
れ
た
付
会
に
過

ぎ
な
い
と
、理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、『
詩
經
』に
は
、

先
秦
以
来
の
「
禮
」
秩
序
を
前
提
と
す
る
「
詩
敎
」
と
い
う
読
解
の
立
場

が
存
在
す
る
以
上
、
こ
の
孔
子
の
義
解
に
添
っ
て
、「
木
瓜
」
を
「
禮
」

と
の
関
係
の
中
で
考
察
を
加
え
る
こ
と
も
、
強
ち
意
味
の
無
い
こ
と
で
は
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な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
『
詩
經
』
収
録
の
詩
篇
に
は
、
な
ぜ
始

原
的
意
味
を
措
い
て
義
解
が
成
立
し
う
る
の
か
、
こ
の
「
木
瓜
」
を
一
つ

の
典
型
と
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　

論
考
中
の
底
本
は
、『
詩
集
傳
』（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
・
朱
熹
撰　

趙
長
征
點
校
・
中
華
書
局
・
二
〇
一
七
年
一
月
）・
重
栞
宋
本
『
十
三
經

注
疏
』
坿
校
勘
記
（
阮
元
撰　

校
勘
記
盧
宣
旬 

摘
録
・
嘉
慶
二
十
年
南

昌
府
學
據
儀
徵
阮
氏
文
選
樓
藏
宋
本
重
刊
・
藝
文
印
書
館
・
民
國
七
一
年
・

一
九
八
二
年
・
八
月
）・『
十
三
經
注
疏
』
整
理
本
（
李
学
勤
主
編
・
十
三

経
注
疏
整
理
委
員
会
・
北
京
大
学
出
版
社
・
二
〇
〇
〇
年
）
等
を
使
用
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
種
村
和
史
・
谷
口
洋
・
晁

福
林
諸
氏
の
論
考（
１
）に

は
大
い
に
啓
発
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を

奉
じ
る
。二

、
衞
風
「
木
瓜
」
の
基
本
的
理
解

　

そ
れ
で
は
先
ず「
木
瓜
」全
章
を
示
し
、そ
の
意
味
を
論
じ
る
に
当
た
っ

て
、
諸
注
釈
に
共
通
す
る
基
本
的
理
解
を
示
そ
う
。
な
お
（　

）
内
は
石

本
の
口
語
試
訳
で
あ
る
。
果
物
を
投
げ
る
の
は
未
婚
の
女
性
で
、
宝
物
を

返
礼
と
す
る
の
は
丈
夫
と
目
さ
れ
る
若
い
男
子
（
我
＝
私
）
で
あ
る
。

投
我
以
木
瓜　
　

 

我
に
投
ず
る
に
木
瓜
を
以
て
す

 

　
（
私
に
木ぼ

け瓜
を
投
げ
掛
け
た
）

報
之
以
瓊
琚　
　

 

之
に
報
ゆ
る
に
瓊け
い
き
ょ琚

を
以
て
す

 

（
お
礼
に
美
玉
を
お
贈
り
し
ま
し
ょ
う
）

匪
報
也　
　
　
　

 

報
ゆ
る
に
匪あ
ら

ざ
る
な
り

 

（
こ
れ
で
お
返
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

永
以
爲
好
也　
　

 

永
く
以
て
好よ
し

み
を
爲
す
な
り

 

（
永
い
好
み
を
望
む
か
ら
）：
第
一
章

投
我
以
木
桃　
　

 

我
に
投
ず
る
に
木
桃
を
以
て
す

 

（
私
に
桃
を
投
げ
掛
け
た
）

報
之
以
瓊
瑤　
　

 

之
に
報
ゆ
る
に
瓊け
い
え
う瑤

を
以
て
す

 

（
お
礼
に
美
玉
を
お
贈
り
し
ま
し
ょ
う
）

匪
報
也　
　
　
　

 

報
ゆ
る
に
匪あ
ら

ざ
る
な
り

 

（
こ
れ
で
お
返
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

永
以
爲
好
也　
　

 

永
く
以
て
好よ
し

み
を
爲
す
な
り

 

（
永
い
好
み
を
望
む
か
ら
）：
第
二
章

投
我
以
木
李　
　

 

我
に
投
ず
る
に
木
李
を
以
て
す

 

（
私
に
李す
も
もを

投
げ
掛
け
た
）
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報
之
以
瓊
玖　
　

 

之
に
報
ゆ
る
に
瓊け
い
き
う玖

を
以
て
す

 

（
お
礼
に
美
石
を
お
贈
り
し
ま
し
ょ
う
）

匪
報
也　
　
　
　

 
報
ゆ
る
に
匪あ
ら

ざ
る
な
り

 

（
こ
れ
で
お
返
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

永
以
爲
好
也　
　

 

永
く
以
て
好よ
し

み
を
爲
す
な
り

 
（
永
い
好
み
を
望
む
か
ら
）：
第
三
章

 

『
毛
詩
鄭
箋
』
卷
第
三

　

右
は
三
章
四
句
、
同
主
旨
の
表
現
を
繰
り
返
す
畳
詠
法
で
構
成
さ
れ
、

古
代
歌
謡
の
歌
頌
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
実
際
に
歌
い
掛
け
ら
れ

た
特
徴
が
、
後
述
の
「
場
」
に
於
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

こ
の
歌
の「
我
」に
向
か
っ
て
投
ぜ
ら
れ
る
果
実
は「
木
瓜
」・「
木
桃
」・

「
木
李
」
で
、
報
礼
と
し
て
返
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
瓊
琚
」・「
瓊

瑤
」・「
瓊
玖
」
で
あ
る
。
鄭
箋
で
は
、「
瓊
」
と
は
大
玉
一
般
で
佩
玉
に

用
い
る
と
さ
れ
、「
琚
」・「
瑤
」・「
玖
」
は
各
々
美
玉
の
名
称
で
、
赤
色
・

黒
色
と
言
う
。
つ
ま
り
、「
果
実
」
の
贈
施
に
対
し
て
「
美
玉
」
の
報
謝

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
報
謝
の
過
分
」
を
表
わ
し
て

い
る
。

　

こ
の
「
薄
施
厚
報
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ
が
「
木
瓜
」
義
解

の
最
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
次
項
か
ら
の
諸
注
の
分
岐
を
生
み
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
「
木
瓜
」
の
基
本
的
理
解
と
し
て
、
次
に
そ
の
解
釈
の
諸
説
を

区
分
し
て
述
べ
よ
う
。

三
、
薄
施
厚
報
の
意
味
す
る
も
の

　

果
実
の
贈
施
に
対
し
て
美
玉
の
報
謝
は
い
か
に
も
過
分
で
あ
り
、
そ
こ

に
何
ら
か
の
意
図
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
理

解
で
あ
ろ
う
。
表
現
と
し
て
は
、
各
章
末
に
「
永
以
爲
好
也
（
永
く
以
て

好
み
を
爲
す
な
り
）」と
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
は「
友
誼
」・

「
交
誼
」
を
含
意
す
る
報
謝
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
場

で
誰
か
ら
誰
へ
の
間
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
「
義
解
」
を

分
類
し
て
次
に
示
そ
う
。

Ａ
︱
１　

朱
熹
の
男
女
贈
答
歌
説
と
「
投
果
婚
」
の
習
俗

　
「
木
瓜
」
義
解
と
し
て
、
現
在
で
は
こ
の
贈
報
は
、
未
婚
の
男
女
相
会

の
際
の
Ａ
─
２
に
示
す「
投
果
婚
」の
描
写
で
あ
る
と
さ
れ
る
。し
た
が
っ

て
、
本
詩
を
「
古
代
に
於
け
る
求
婚
歌
」
と
解
す
る
説
が
主
流
で
あ
る
。

そ
の
説
の
淵
源
は
、
南
宋
・
朱
熹
『
詩
集
傳
』
に
示
さ
れ
た
次
掲
の
よ
う

な
解
釈
で
あ
っ
た
。
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言
人
有
贈
我
以
微
物
、
我
當
報
之
以
重
寳
。
而
猶
未
足
以
爲
報
也
。

而
不
忘
耳
。
疑
亦
男
女
相
贈
答
之
詞
、
如
靜
女
之
類
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
人
に
我
に
贈
る
に
微
物
を
以
て
す
る
有
り
て
、

我
當ま
さ

に
之
に
報
ゆ
る
に
重
寳
を
以
て
す
べ
し
。
而
し
て
猶
ほ
未
だ

以
て
報
と
爲
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
而す
な
はち

忘
れ
ざ
る
の
み
。
疑
ふ

ら
く
は
、
亦
た
男
女
相
贈
答
の
詞
に
し
て
、「
靜
女
」（『
詩
經
』

邶
風
）
の
如
き
の
類
な
ら
ん
。

　

朱
註
で
は
、
こ
の
「
微
物
」
の
贈
に
対
す
る
、「
重
寳
」
の
報
を
「
男

女
相
贈
答
之
詞
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
漢
代
以
来
千
年
以
上
も
定
説
と
さ

れ
て
き
た
「
詩
序
」
に
、
新
解
を
唱
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
朱

熹
は
、そ
れ
以
前
の
毛
傳
・
鄭
箋
に
発
す
る
旧
説
に
疑
義
を
抱
き
、「
木
瓜
」

の
言
辞
を
男
女
の
情
交
の
詞
と
す
る
別
解
を
新
た
に
提
起
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
詩
篇
始
原
の
意
味
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
義
解
で

は
な
く
、
朱
子
学
の
枠
組
の
中
で
、『
詩
』
の
担
う
べ
き
機
能
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
機
能
と
は
、
詩
は

成
徳
（
人
格
の
完
成
）
に
不
可
欠
な
情
性
の
涵
養
に
資
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
詩
は
『
詩
集
傳
』
序
に
強
調
さ
れ
る
「
性
情
之
正
」

を
獲
得
す
べ
き
枠
組
み
の
中
で（
２
）、

読
み
解
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
姿

勢
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
朱
熹
が
「
疑
」
字
を
置
く
記
述
で
あ
る
こ
と
を
、
看

過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『
詩
集
傳
』
に
お
け
る
「
疑
（
疑
ふ
ら

く
は
）」
と
の
表
現
は
、
或
る
種
の
猶
予
を
示
す
も
の
で
、
解
釈
の
判
断

を
保
留
す
る
場
合
の
措
辞
で
あ
る
。
永
く
支
持
さ
れ
た
毛
伝
以
来
の
旧
説

を
、
朱
熹
は
端
的
に
「
誤
（
誤
て
り
）」
と
せ
ず
、
留
保
す
る
底
意
が
、「
疑
」

字
に
表
さ
れ
て
い
る（
３
）。
つ
ま
り
、
朱
熹
は
旧
説
に
は
従
い
か
ね
る
が
、
か

と
い
っ
て
簡
朴
な
男
女
贈
答
歌
と
解
し
去
る
に
は
躊
躇
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
後
に
王
先
謙
が
『
詩
三
家
義
集
疏
』
の
中
で
、

明
示
的
に
「
古
訓
・
師
伝
」
を
信
頼
す
る
指
摘
へ
と
繋
が
る
留
保
と
考
え

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、次
項
で
は
、

こ
の
朱
註
の
男
女
相
会
説
を
補
強
す
る
こ
こ
と
な
っ
た
「
投
果
求
婚
」
の

習
俗
を
紹
介
し
よ
う
。

Ａ
︱
２　

投
果
求
婚
の
習
俗

　

前
引
朱
註
で
は
、
こ
の
「
木
瓜
」
の
投
果
報
玉
の
歌
詞
を
「
靜
女
の
如

き
の
類
な
ら
ん
（
如
靜
女
之
類
）」
と
す
る
。
こ
れ
は
邶
風
「
靜
女
」
篇

で
あ
る
。
そ
の
全
篇
を
示
し
て
お
こ
う
。

靜
女
其
姝　
　

 

靜
女
其
れ
姝か
ほ
よし

 

（
し
と
や
か
乙
女
は
見
目
う
る
わ
し
く
）
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俟
我
於
城
隅　

我
を
城
隅
に
俟ま

つ 

（
待
っ
て
い
る
だ
ろ
町
外
れ
）

愛
而
不
見　
　

 
愛
す
れ
ど
も
見
え
ず （
恋い
と

し
く
思
う
に
姿
も
見
え
ず
）

搔
首
踟
蹰　
　

 
首か
う
べを
搔か

い
て
踟ち
ち
う蹰
す 

（
頭
を
か
い
て
う
ろ
う
ろ
と
）

　

：
第
一
章

靜
女
其
孌　
　

靜
女
其
れ
孌み
め
よし 

（
し
と
や
か
乙
女
は
見
目
よ
き
姿
）

貽
我
彤
管　
　

我
に
彤と
う
く
わ
ん管を
貽お
く

る 
（
私
に
く
れ
た
赤
染
め
の
筒
）

彤
管
有
煒　
　

彤と
う
く
わ
ん管　

煒い

た
る
有
り （
赤
染
め
の
筒　

今
な
お
光
る
）

説
懌
女
美　
　

 

女な
ん
ぢの

美
を
説え
つ

懌え
き

す （
そ
の
美
し
さ
に
は
喜
ぶ
ば
か
り
）

　

：
第
二
章

自
牧
歸
荑　
　

 

牧
よ
り
荑て
い

を
帰お
く

る

 

（
野
か
ら
摘
み
取
る
ツ
バ
ナ
を
贈
ら
れ
）

洵
美
且
異　
　

 

洵ま
こ
とに

美
に
し
て
且
つ
異
な
り （
何
と
綺
麗
で
珍
し
い
）

匪
女
之
爲
美　

 

女な
ん
ぢの
美
た
る
に
匪あ
ら

ず （
そ
れ
が
綺
麗
な
訳わ
け

じ
ゃ
な
い
）

美
人
之
貽　
　

 

美
人
の
貽
お
く
り
も
のな

り 

（
綺
麗
な
貴あ
な
た女

が
く
れ
た
か
ら
）

　

：
第
三
章

 

『
毛
詩
鄭
箋
』
卷
第
二

　

全
体
は
三
章
構
成
で
、
こ
れ
も
ま
た
「
木
瓜
」
と
同
じ
く
畳
詠
体
で
あ

る
。
第
一
章
は
城ま

ち

の
隅
で
「
静
女
」
す
な
わ
ち
も
の
静
か
な
乙
女
を
待
つ

若
い
男
の
心
を
歌
う
。次
い
で
第
二
・
三
章
で
、そ
の
見
目
よ
き
乙
女
が「
彤

管
（
赤
い
筆
）」「
荑
（
ツ
バ
ナ
）」
を
、
若
い
男
に
贈
る
習
俗
が
歌
わ
れ
る
。

朱
熹
の
言
う
「
如
靜
女
之
類
」
と
は
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
贈
答
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
彤
管
」
と
は
赤
い
筒
状
の
も
の
で
、
朱
註
で
は
「
義
未
詳
」

と
さ
れ
て
品
物
か
植
物
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
荑
」
は
明
ら
か

に
「
自
牧
（
牧
よ
り
）」
摘
ま
れ
た
野
草
で
、
前
出
「
木
瓜
」
と
同
様
に
、

植
物
を
男
子
に
贈
る
行
為
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

朱
註
に
は
「
靜
女
」
の
他
に
類
例
の
指
摘
が
無
い
が
、『
詩
經
』
に
は

植
物
や
果
実
を
男
に
投
じ
て
求
愛
す
る
習
俗
が
見
ら
れ
る
篇
は
他
に
も
あ

る
。
そ
の
一
例
が
次
に
示
す
召
南
「
摽
有
梅
」
で
あ
る
。

摽
有
梅　
　
　

摽な
げ
うつ

に
梅
有
り 

（
投
げ
掛
け
よ
う
よ　

梅
の
実
を
）

其
實
七
兮　
　

其
の
實
は
七
つ 

（
そ
の
実
の
数
は
も
う
七
つ
）

求
我
庶
士　
　

我
を
求
む
る
庶
士 

（
私
を
求
め
る
男お

の
子
た
ち
）

迨
其
吉
兮　
　

 

其
の
吉
に
迨お
よ

べ （
契
る
に
吉
き
日
に
間
に
合
う
よ
う
）

　

：
第
一
章

摽
有
梅　
　
　

摽
つ
に
梅
有
り 

（
投
げ
掛
け
よ
う
よ　

梅
の
実
を
）

其
實
三
兮　
　

其
の
實
は
三
つ 

（
そ
の
実
の
数
は
あ
と
三
つ
）
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求
我
庶
士　
　

我
を
求
む
る
庶
士 

（
私
を
求
め
る
男お

の
子
た
ち
）

迨
其
今
兮　
　

 

其
の
今
に
迨
べ 

（
今
こ
の
時
を
逃
さ
ぬ
よ
う
に
）

　

：
第
二
章

摽
有
梅　
　
　

摽
つ
に
梅
有
り 

（
投
げ
掛
け
よ
う
よ　

梅
の
実
を
）

頃
筐
塈塈
之　
　

頃
筐
之
を
塈塈とと

る 

（
手
籠
に
と
っ
て
集
め
よ
う
）

求
我
庶
士　
　

我
を
求
む
る
庶
士 

（
私
を
求
め
る
男お

の
子
た
ち
）

迨
其
謂
之　
　

 

其
の
之
を
謂
ふ
に
迨
べ

 
（
早
く
言
っ
て
ね　

契
り
の
言
葉
）

　

：
第
三
章

　

こ
の
篇
も
ま
た
、「
木
瓜
」「
靜
女
」
と
同
様
に
畳
詠
体
で
あ
り
、
実
際

に
求
婚
の
場
で
歌
い
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
梅
果

の
熟
す
る
盛
夏
に
、
庶
士
（
多
く
の
若
者
）
に
求
婚
す
る
乙
女
た
ち
が
歌

唱
す
る
詩
篇
で
あ
る
。
こ
の
篇
に
関
し
て
は
、
新
旧
両
註
と
も
に
、「
摽
」

を
「
落
」
と
解
す
る
が
、
こ
の
訓
詁
に
つ
い
て
は
、「
擲
つ
」
と
す
る
後

述
の
聞
一
多
説
が
現
在
で
は
通
行
し
て
い
る
。
落
果
な
の
か
投
果
な
の
か

は
説
が
分
か
れ
る
が
、
こ
れ
を
求
婚
の
習
俗
と
す
る
義
解
は
、
す
べ
て
の

註
解
が
一
致
す
る
。
そ
の
求
婚
際
会
は
、
先
秦
当
時
の
通
礼
で
は
、
仲
春

に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
鄭
風
「
溱し
ん
い洧

」
に
明
確
に
見
ら
れ
る
礼

俗（
４
）で
あ
っ
た
。
そ
の
「
溱
洧
」
に
も
、
乙
女
が
先
ん
じ
て
物
（
花
）
を
贈

り
、
丈
夫
が
応
じ
る
型
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
仲
春
の
婚
期
を
逸
し
た
乙

女
は
、
仲
夏
に
至
っ
て
、
梅
果
を
若
者
に
投
じ
て
求
愛
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
投
果
婚
」
の
習
俗
が
遥
か
に
下
る
現
代
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と

す
る
、
聞
一
多
『
詩
經
通
義（
５
）』

の
指
摘
も
注
目
さ
れ
る
。
次
に
示
そ
う
。

疑
初
民
習
俗
、
於
夏
日
果
熟
時
、
有
報
年
之
祭
。
大
會
族
人
於
果
園

之
中
、
恣
爲
歡
樂
。
於
是
時
士
女
分
曹
而
坐
、
女
競
以
新
果
投
其
所

悅
之
士
。
中
焉
者
或
解
佩
玉
以
相
報
、
卽
相
與
爲
夫
婦
焉
。

疑
ふ
ら
く
は
、
初
め
民
の
習
俗
、
夏
日
の
果
の
熟
す
る
の
時
に
於

て
、
報
年
（
豊
年
報
謝
）
の
祭
有
り
し
な
ら
ん
。
大
い
に
族
人
を

果
園
の
中
に
會
し
、
恣ほ

し
い
ま
ま
に
歡
樂
を
爲
す
。
是
の
時
に
於

て
士
（
を
の
こ
）
女
（
を
と
め
）
分
曹
（
組
を
分
け
る
）
し
て
坐

せ
し
め
、
女　

競
ひ
て
新
果
を
以
て
其
の
悅
ぶ
所
の
士
に
投
ず
。

焉こ

れ
に
中あ

た
る
者
は
、
或
い
は
佩は
い
ぎ
ょ
く玉（

身
に
帯
び
る
美
玉
）
を
解

き
て
以
て
相
報
ゆ
る
に
、
卽
ち
相
與と

も
に
夫
婦
と
爲
る
。

　

右
の
『
詩
經
通
義
』
で
は
、
夏
季
に
果
実
収
穫
に
報
謝
す
る
祭
礼
が
執

行
さ
れ
、
そ
の
際
に
男
女
相
会
す
る
習
俗
が
、
民
国
当
時
で
も
実
際
に
行

わ
れ
て
い
た
と
言
う
。
果
園
の
中
に
男
女
別
組
で
居
坐
し
、
女
子
が
好
み
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の
男
子
に
新
果
を
投
擲
す
る
。
男
子
が
そ
の
求
婚
を
受
け
容
れ
る
な
ら
、

身
の
帯
も
の
（
佩
玉
）
を
解
い
て
与
え
、
新
た
に
夫
婦
の
契
を
結
ぶ
定
約

と
す
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祭
礼
に
伴
う
男
女
相
会
の
古
俗
を
存

す
る
行
事
と
思
わ
れ
、『
詩
（
經
）』
成
立
当
時
の
習
俗
を
想
起
す
る
に
充

分
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
詩
經
通
義
』
の
記
述
は
、「
摽
有
梅
」

の
訓
詁
と
、
果
熟
と
梅
果
の
乙
女
の
成
熟
と
の
表
象
性
に
つ
い
て
考
察
が

続
く
が
、
本
稿
の
関
心
を
離
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、「
木
瓜
」
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
聞
一
多
「
詩
經
新
義
」

二
南
・
十
五
「
摽
」
の
項
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

木
瓜
篇
…
…
當
是
女
之
求
士
者
、
相
投
之
以
木
瓜
、
示
願
以
身
相
許

之
意
。
士
亦
嘉
納
其
情
、
因
報
之
以
瓊
瑤
、
以
定
情
也
。

木
瓜
篇
は
…
…
當
に
是
れ
女
の
士
を
求
む
る
者
は
、
相
之
に
投
ず

る
に
木
瓜
を
以
て
し
、
身
を
以
て
相
許
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
の
意
を

示
す
。
士
も
亦
た
其
の
情
を
嘉
納
す
る
に
、
因
り
て
之
に
報
ゆ
る

に
瓊
瑤
を
以
て
し
、
以
て
情
を
定
む
る
な
り
。

　

聞
一
多
は
、「
木
瓜
」
を
朱
註
に
端
を
発
す
る
「
男
女
相
会
」
説
を
、

現
民
俗
を
例
証
と
し
て
確
定
し
て
い
る
。
次
い
で
、
聞
一
多
は
有
名
な
潘

岳
の
「
擲
果
満
車
」
の
逸
話
を
も
『
晉
書
』
か
ら
引
用
し（
６
）、
常
に
先
ん
じ

て
求
愛
行
動
を
起
こ
す
の
が
、
女
性
か
ら
で
あ
る
例
を
補
強
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、投
果
の
習
俗
を
留
め
る
詩
篇
と
し
て
、王
風「
丘
中
有
麻
」・

鄭
風
「
女
曰
鶏
鳴
」・
魏
風
「
園
有
桃
」・
秦
風
「
渭
陽
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
厳
汝
嫻
氏（
７
）が

、
現
代
の
少
数
民
族
間
の

例
証
を
挙
げ
て
い
る
。
日
本
で
は
水
上
静
夫
・
家
井
眞
・
福
本
郁
子
の
諸

氏（
８
）が

詳
細
に
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
木
瓜
」
に
見
え
る
「
投
我
以
木
瓜
」
が
古
代
の
「
投

果
婚
」
と
言
わ
れ
る
習
俗
を
基
盤
と
し
た
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
木
瓜
」
の
始
原
的
意
味
は
男
女
贈
答
歌
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
古
朴
な
民
歌
が
、
な
ぜ
『
詩
經
』
に
採
録
さ
れ
、
加
え
て
後
述
の
よ

う
に
外
交
儀
礼
の
場
で
相
互
に
朗
唱
さ
れ
る
の
に
値
す
る
の
か
、
と
い
う

問
題
は
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
問
題
に
進
む
た
め
に
、
漢
代
以
来
の
「
正

統
」
と
さ
れ
た
解
釈
を
次
に
紹
介
し
よ
う
。

Ｂ　

毛
伝
の
救
国
報
恩
歌
説

　

漢
代
成
立
し
た
「
毛
伝
」
序
で
は
、「
木
瓜
」
一
篇
の
趣
旨
を
以
下
の

よ
う
に
説
く
。

［
毛
序
］
美
齊
桓
公
也
。
衛
國
有
狄
人
之
敗
。
出
處
于
漕
。
齊
桓
公

救
而
封
之
、
遺
之
車
馬
器
服
焉
。
衛
人
思
之
、
欲
厚
報
之
、
而
作
是
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詩
也
。

齊
の
桓
公
を
美
む
る
な
り
。
衛
國
に
狄
人
の
敗
有
り
。
出
で
て
漕

に
處
る
。齊
の
桓
公
救
ひ
て
之
に
封
じ
、之
に
車
馬
器
服
を
遺
る
。

衛
人
之
を
思
ひ
、
厚
く
之
に
報
い
ん
と
欲
し
て
、
而
ち
是
の
詩
を

作
れ
り
。

　

こ
の
義
解
で
は
、
隣
国
斉
の
桓
公
の
出
征
に
よ
っ
て
、
敗
亡
の
危
難
を

救
わ
れ
た
衛
国
人
が
「
厚
く
之
に
報
い
ん
と
欲
し
て
、
而
ち
是
の
詩
を
作

れ
り
（
欲
厚
報
之
而
作
是
詩
也
）」
と
さ
れ
る
。
斉
の
桓
公
の
義
俠
的
救

国
に
対
す
る
報
恩
の
た
め
、
衛
国
側
は
過
分
な
贈
物
を
敢
え
て
行
な
い
、

永
世
の
友
誼
の
証
し
と
し
た
と
、
厚
報
の
意
味
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
衛
国
の
政
治
状
況
に
付
す
る
解
釈
に
は
、現
在
で
は
躊
躇
を
覚
え
る
が
、

こ
の
毛
伝
の
義
解
は
、
後
漢
以
降
千
数
百
年
盛
行
し
た
。

　

で
は
こ
こ
で
紹
介
し
た
毛
序
「
救
国
報
恩
歌
説
」
が
、
先
述
の
朱
熹
「
男

女
贈
答
歌
説
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、「
木
瓜
」
解
釈
が
全
く
革
ま
っ
た

か
と
い
う
と
、
問
題
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
王
先

謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
卷
三
下
で
は
、
毛
伝
義
解
の
根
拠
と
し
て
、「
古

訓
（
古
伝
承
）」
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

賈
子
新
書
、
禮
篇
引
由
余
云
、
苞
苴
時
有
、
筐
篚
時
至
、
則
羣
臣
附
。

詩
曰
、
投
我
以
木
瓜
。
報
之
以
瓊
琚
。
匪
報
也
。
永
以
爲
好
也
。
上

少
投
之
、
則
下
以
軀
償
矣
。
弗
敢
謂
報
。
願
長
以
爲
好
。
古
之
蓄
其

下
者
、
其
報
施
如
此
。（
中
略
）

○
案
序
美
桓
公
、
朱
子
不
以
爲
然
。
謂
於
經
文
無
據
。
其
説
見
呂
記

者
、
但
以
爲
尋
常
施
報
之
言
。
至
作
集
傳
、
乃
以
爲
男
女
贈
答
之
詞
。

又
不
如
從
序
之
爲
愈
矣
。
賈
子
本
經
學
大
師
、
與
荀
卿
淵
源
相
接
。

其
言
可
信
。
當
其
時
、
惟
有
魯
詩
。
若
舊
序
以
爲
美
桓
、
賈
子
不
能

指
爲
臣
下
報
上
之
義
。
其
原
本
古
訓
、
更
無
可
疑
。
傳
於
末
章
引
孔

子
、
曰
、
吾
於
木
瓜
、
見
苞
苴
之
禮
行
。
足
見
尼
山
當
日
以
爲
詩
文

明
白
古
禮
可
徵
、
卽
微
物
亦
將
君
上
之
意
、
悠
然
有
會
於
聖
心
、
其

對
哀
公
問
政
、
以
體
羣
臣
則
士
之
報
禮
重
。

『
賈
子
新
書
』
禮
篇
由
余
を
引
い
て
云
ふ
、
苞
苴　

時
に
有
り
、

筐
篚　

時
に
至
れ
ば
、
則
ち
羣
臣
附
す
。
詩
に
曰
は
く
、
我
に
投

ず
る
に
木
瓜
を
以
て
す
。
之
に
報
ず
る
に
瓊
琚
を
以
て
す
。
報
ず

る
に
匪
ざ
る
な
り
。
永
く
以
て
好
み
と
爲
さ
ん
。
上
少
し
く
之
に

投
ず
れ
ば
、
則
ち
下
軀
を
以
て
償
ふ
。
敢
へ
て
報
と
謂
は
ず
。
長

く
以
て
好
み
を
爲
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
な
り
。
古
の
其
の
下
を
蓄や
し
なふ

者
、
其
の
報
施
此
く
の
如
し
。（
中
略
）

○
案
ず
る
に
序
に
桓
公
を
美
む
る
も
、朱
子
以
て
然
り
と
爲
さ
ず
。

經
文
に
於
て
據
無
し
と
謂
ふ
。　

其
の
説
『
呂
記
』（
呂
祖
謙
『
呂
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氏
家
塾
讀
詩
記
』
卷
六
）
に
見
ゆ
る
者
は
、
但
だ
以
て
尋
常
施
報

の
言
と
爲
す
。『（
詩
）
集
傳
』
を
作
る
に
至
り
、
乃
ち
以
て
男
女

贈
答
の
詞
と
爲
す
。
又
た
序
に
從
ふ
の
愈
る
と
爲
す
に
如
か
ず
。

賈
子
（
賈
誼
）
は
本
と
經
學
の
大
師
に
し
て
、
荀
卿
（
荀
子
）
と

淵
源
相
接
す
。
其
の
言
信
ず
べ
し
。
其
の
時
に
當
た
り
、
惟
だ
『
魯

詩
』
有
る
の
み
。
若
し
舊
序
以
て
（
齊
）
桓
（
公
）
を
美
む
る
と

爲
さ
ば
、
賈
子
指
し
て
臣
下
報
上
の
義
と
爲
す
能
は
ず
。
其
の
原

は
古
訓
に
本
づ
く
こ
と
、
更
に
疑
ふ
べ
く
も
無
し
。
傳　

末
章
に

於
い
て
孔
子
を
引
い
て
曰
は
く
、
吾　

木
瓜
に
於
い
て
、
苞
苴
の

禮
の
行
は
る
る
を
見
る
と
。
尼
山　

當
日
以
て
詩
文
は
明
白
に
古

禮
徵
す
べ
し
と
爲
す
を
見
る
に
足
る
。
卽
ち
微
物
も
亦
た
將
た
君

上
の
意
、
悠
然
と
し
て
聖
心
に
會
す
る
有
り
、
其
の
哀
公　

政
を

問
ふ
に
對
へ
て
、
以
て
羣
臣
は
則
ち
士
の
報
禮
の
重
き
を
體
す
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
二
点
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、「
其
原
本
古
訓
、

更
無
可
疑
。（
其
の
原
は
古
訓
に
本
づ
く
こ
と
、更
に
疑
ふ
べ
く
も
無
し
。）」

と
あ
る
よ
う
に
、「
救
国
報
恩
歌
説
」
は
、
漢
代
礼
教
の
風
尚
に
影
響
さ

れ
て
誕
造
さ
れ
た
付
会
で
は
な
い
と
推
度
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
第
二

は
、
詩
は
古
訓
と
と
も
に
師
伝
さ
れ
る
こ
と
で
漸
く
読
解
さ
れ
、
詩
の
存

在
価
値
を
保
ち
続
け
て
き
た
歴
史
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
荀
子
か
ら

賈
子
へ
と
「
古
訓
」
は
相
伝
さ
れ
、
そ
の
文
脈
の
中
に
於
い
て
詩
篇
の
義

解
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、詩
篇
は
そ
の
時
代
・
社
会
に
在
っ

て
意
味
の
あ
る
「
価
値
」
が
、
師
伝
あ
る
い
は
古
訓
と
し
て
付
与
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
意
義
が
生
じ
る
文
学
な
の
で
あ
る
。
先
述
の

よ
う
に
、
こ
の
「
木
瓜
」
の
薄
施
厚
報
は
、
そ
こ
に
い
か
に
も
含
意
の
存

在
を
思
わ
せ
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
救
国
報
恩
」
で
あ
る
と
義
解
さ

れ
る
こ
と
で
、
詩
の
価
値
を
担
保
し
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
始
原

が「
男
女
贈
答
」で
情
愛
の
永
続
を
熱
く
願
う
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
素
朴
さ
と
直
截
さ
だ
け
で
は
、
相
伝
す
べ
き
「
古
訓
」
は
成
立
し
得

な
い
で
あ
ろ
う
。『
詩
經
』
を
通
貫
す
る
諷
諭
的
解
釈
は
、
所
謂
「
言
志
」

を
前
提
に
し
た
明
快
さ
の
中
に
は
な
い
。
微
言
の
内
に
大
義
を
見
出
し
、

含
蓄
の
底
意
を
推
度
す
る
こ
と
が
、「
詩
を
読
む
」
営
為
で
あ
っ
た
風
尚

の
中
で
、「
諷
諭
」
は
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
木

瓜
」
も
「
救
国
報
恩
」
と
い
う
政
治
的
含
意
の
中
で
、
漸
く
機
能
し
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、そ
の
詩
篇
が
ど
の
よ
う
に
義
解
に
於
い
て
機
能
し
て
い
た
の
か
、

『
左
傳
』
の
記
述
か
ら
摘
録
し
よ
う
。
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四
、『
左
傳
』
に
お
け
る
「
木
瓜
」
の
諷
誦

　
「
木
瓜
」
は
、「
淇
奥
」
と
並
ん
で
『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
年
の
条
に

記
録
さ
れ
る
。

經
、
二
年
春
、
晉
侯
使
韓
起
來
聘
。

傳
、
二
年
春
、
晉
侯
使
韓
宣
子
來
聘
。
且
告
爲
政
而
來
見
。
禮
也
。

…
（
中
略
）
…

自
齊
聘
於
衞
。
衞
侯
享
之
。
北
宮
文
子
賦
淇
澳
、
宣
子
賦
木
瓜
。

〔
注　

淇
澳
、
詩
衞
風
、
美
武
公
也
。
言
宣
子
有
武
公
之
德
。
木
瓜

亦
衞
風
。
義
取
於
欲
厚
報
以
爲
好
。
杜
注
云
、
竝
與
毛
詩
義
合
。〕

經
、
二
年
春
、
晉
侯　

韓
起
を
し
て
來
聘
せ
し
む
。

傳
、
二
年
春
、
晉
侯　

韓
宣
子
を
し
て
來
聘
せ
し
む
。
且
つ
政
を

爲
す
を
告
げ
て
來
た
り
見
る
な
り
。
禮
な
り
。（
中
略
）
齊
よ
り

衞
に
聘
す
。
衞
侯　

之
を
享
す
。
北
宮
文
子
「
淇き
い
く澳
」
を
賦
し
、

宣
子　
「
木
瓜
」
を
賦
す
。〔
注　
「
淇
澳
」
は
、『
詩
』
の
衞
風
、

武
公
を
美ほ

む
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
宣
子
に
武
公
の
德
有
り

と
。「
木
瓜
」
も
亦
た
衞
風
な
り
。
義
は
厚
く
報
い
て
以
て
好よ
し

み

と
爲
さ
ん
と
欲
す
る
に
取
る
。
杜
注
に
云
ふ
、
竝
び
に
毛
詩
と
義

合
す
と
。〕

　

杜
注
に
拠
れ
ば
、『
左
傳
』
の
記
事
は
、「
木
瓜
」
の
「
毛
傳
」
の
義
解

そ
の
ま
ま
に
、
厚
報
に
よ
っ
て
永
く
好
誼
を
結
ぶ
と
い
う
意
志
の
闡
明
と

し
て
、「
木
瓜
」
が
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
木
瓜
」
が
外
交
儀
礼
の
場
の
礼
楽
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
交
誼
の
含

意
を
伝
達
す
る
言
辞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
う
し
た
場

で
は
、
詩
篇
は
始
原
的
意
味
を
措
い
て
、
そ
の
達
意
伝
心
の
重
要
な
意
志

を
担
う
言
辞
と
し
て
相
互
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
よ
り
外
交

修
好
の
場
で
、「
木
瓜
」
の
始
原
的
意
味
の
「
投
果
婚
」
が
行
わ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。つ
ま
り
、詩
篇
は
そ
の
古
朴
な
始
原
的
意
味
の
ま
ま
で
は
、

こ
の
場
に
於
い
て
そ
の
意
思
伝
達
の
機
能
は
果
た
せ
な
い
。
つ
ま
り
詩
篇

は
、
そ
の
原
初
の
時
期
か
ら
、
始
原
的
内
容
そ
の
ま
ま
に
理
解
さ
れ
る
こ

と
は
期
待
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
寓
意
・
含
蓄
に
よ
っ
て
初
め
て
価
値
が

生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
が
共
通
理
解
と
し
て
機
能
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
『
詩
經
』
の
歌
が
儀
礼
の
宴
席
で
同
様
に
用
い
ら
れ
る
例
は
、『
左
傳
』

に
多
数
記
録
さ
れ
て
い
る（
９
）。

　

一
例
だ
け
挙
げ
れ
ば
次
掲
の
よ
う
で
あ
る
。
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（
襄
公
二
十
六
年
・
傳
）
秋
、
七
月
、
齊
侯
、
鄭
伯
爲
衞
侯
故
如
晉
、

晉
侯
兼
享
之
。
晉
侯
賦
「
嘉
樂
」。
國
景
子
相
齊
侯
、
賦
「
蓼
蕭
」。

子
展
相
鄭
伯
、
賦
「
緇
衣
」。
叔
向
命
晉
侯
拜
二
君
、
曰
、「
寡
君
敢

拜
齊
君
之
安
我
先
君
之
宗
祧
也
、
敢
拜
鄭
君
之
不
貳
也
。」
國
子
使

晏
平
仲
私
於
叔
向
、
曰
、「
晉
君
宣
其
明
德
於
諸
侯
、
恤
其
患
而
補

其
闕
、
正
其
違
而
治
其
煩
、
所
以
爲
盟
主
也
。
今
爲
臣
執
君
、
若
之

何
。」
叔
向
告
趙
文
子
、
文
子
以
告
晉
侯
。
晉
侯
言
衞
侯
之
罪
、
使

叔
向
告
二
君
。
國
景
子
賦
「
轡
之
柔
矣
」、
子
展
賦
「
將
仲
子
兮
」、

晉
侯
乃
許
歸
衞
侯
。

秋
、
七
月
、
齊
侯
・
鄭
伯　

衞
侯
の
爲
め
の
故
に
晉
に
如ゆ

く
。
晉

侯
兼
ね
て
之
を
享
す
。
晉
侯
は
「
嘉か
ら
く樂

」）
（1
（

を
賦
し
、
國
景
子　

齊

侯
を
相た
す

け
て
、「
蓼れ
う

蕭せ
う

」）
（（
（

を
賦
す
。
子
展
は
鄭
伯
を
相
け
て
、「
緇し

衣い

」）
（1
（

を
賦
す
。
叔
し
ゆ
く

向き
や
う（

羊よ
う

舌ぜ
つ

肸き
つ

）　

晉
侯
に
命
じ
て
二
君
を
拜
せ

し
め
て
曰
は
く
、「
寡
君
敢
へ
て
齊
君
の
我
が
先
君
の
宗そ
う

祧て
う

を
安

ん
ぜ
ら
る
る
を
拜
す
る
な
り
。
敢
へ
て
鄭
君
の
貳じ

あ
ら
ざ
る
を
拜

す
る
な
り
」
と
。
國
子　

晏
平
仲
（
晏
嬰
）
を
し
て
叔
向
に
私し

せ

し
め
て
曰
は
く
、「
晉
君
其
の
明
德
を
諸
侯
に
宣
べ
、
其
の
患う
れ
ひを

恤う
れ

ひ
て
其
の
闕く
ゑ
つを

補
ひ
、
其
の
違
を
正
し
て
其
の
煩
を
治
む
。
盟

主
爲
る
所
以
な
り
。
今　

臣
の
爲
め
に
君
を
執
ふ
る
は
、
之
を
若

何
せ
ん
」
と
。
叔
向
は
趙
文
子
に
告
げ
、
文
子
は
以
て
晉
侯
に
告

ぐ
。晉
侯　

衞
侯
の
罪
を
言
ひ
、叔
向
を
し
て
二
君
に
告
げ
し
む
。

國
景
子
は
「
轡ひ

之し

柔じ
う

矣い

」）
（1
（

を
賦
し
、
子
展
は
「
將
し
や
う

仲ち
ゆ
う

子し

兮け
い

」）
（1
（

を

賦
す
。
晉
侯
は
乃
ち
衞
侯
を
歸
さ
ん
こ
と
を
許
す
。

　

右
が
『
左
傳
』
襄
公
二
十
六
年
の
傳
で
あ
る
が
、
晉
侯
は
「
嘉
樂
」
を
、

國
景
子
は
「
蓼
蕭
」・「
轡
之
柔
矣
」
を
、
子
展
は
「
緇
衣
」・「
將
仲
子
兮
」

を
各
々
賦
し
て
い
る
。
い
か
に
も
盛
ん
に
詩
篇
の
諷
誦
が
行
わ
れ
た
例
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、「
晉
侯
乃
許
歸
衞
侯
。（
晉
侯
乃
ち
許
し
て
衞

に
歸
ら
し
む
）」
と
な
っ
て
、
詩
篇
が
非
常
に
有
効
に
機
能
を
発
揮
し
た

例
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
詩
篇
が
次
に
示
す
よ
う
に
、「
喩
」
と
し
て
相

互
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

［
疏
］
言
太
平
澤
及
遠
若
露
之
在
蕭
、
以
喩
晉
君
恩
澤
及
諸
侯
○
子

展
相
鄭
伯
賦
「
緇
衣
」。「
緇
衣
」
詩
鄭
風
、
義
取
適
子
之
館
兮
、
還

予
授
子
之
粲
兮
。
言
不
敢
違
遠
於
晉
○
叔
向
命
晉
侯
拜
二
君
曰
、
寡

君
敢
拜
齊
君
之
安
我
、
先
君
之
宗
祧
也
。
敢
拜
鄭
君
之
不
貳
也
。「
蓼

蕭
」「
緇
衣
」
二
詩
所
趣
各
不
同
。
故
拜
二
君
辭
異

言
ふ
こ
こ
ろ
は　

太
平
澤　

遠
く
露
の
蕭
に
在
る
が
若
き
に
及

び
、
以
て
晉
君
の
恩
澤　

諸
侯
に
及
ぶ
に
喩
ふ
。
○
「
子
展
相
鄭

伯
賦
緇
衣
」
と
。「
緇
衣
」
は
『
詩
』
の
鄭
風
、
義
「
適
子
之
館
兮
、
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還
予
授
子
之
粲
兮
」
に
取
る
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は　

敢
へ
て
晉
に
違

遠
せ
ず
と
。
○
「
叔
向
命
晉
侯
拜
二
君
曰
、
寡
君
敢
拜
齊
君
之
安

我
、
先
君
之
宗
祧
也
。
敢
拜
鄭
君
之
不
貳
也
」
と
。「
蓼
蕭
」「
緇

衣
」
の
二
詩
の
趣
く
所
各
〻
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
二
君
に
拜
す
る

に
辭
異
な
れ
り
。

［
疏
］
叔
向
至
貳
也
○
正
義
曰
、
沈
氏
云
、
賦
「
蓼
蕭
」、
喩
晉
侯
德

澤
及
諸
侯
。
言
晉
侯
有
德
。
是
安
我
宗
廟
也
。
其
言
與
注
合
。「
緇
衣
」

首
章
云
、
緇
衣
之
宜
兮
、
敝
予
又
改
爲
兮
。
適
子
之
館
兮
、
還
予
授

子
之
粲
兮
。
欲
常
進
衣
服
、
獻
飲
食
。
是
其
不
二
心
也
。

［
疏
］叔
向
よ
り
貳
に
至
る
ま
で
○
正
義
に
曰
は
く
、「
沈
氏
云
ふ
、

「
蓼
蕭
」
を
賦
す
る
は
、
晉
侯
の
德
澤
諸
侯
に
及
ぶ
に
喩
ふ
る
な

り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
晉
侯　

德
有
り
、
是
れ
我
が
宗
廟
を
安
ん

ず
る
な
り
」と
。其
の
言　

注
と
合
す
。「
緇
衣
」の
首
章
に
云
ふ
、

「
緇
衣
之
宜
兮
、
敝
予
又
改
爲
兮
。
適
子
之
館
兮
、
還
予
授
子
之

粲
兮
」
と
。
常
に
衣
服
を
進
め
、
飲
食
を
獻
ぜ
ん
と
欲
す
。
是
れ

其
の
二
心
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
諷
誦
さ
れ
る
詩
篇
と
は
、
必
ず
含
意
を
読
み
取

る
べ
き
歌
謡
で
あ
り
、
そ
の
「
喩
」
に
寓
さ
れ
た
意
義
を
解
す
る
こ
と
こ

そ
が
詩
の
価
値
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
「
喩
」
の
重
要
性
を
確
認
し
た
上
で
、
孔
子
の
詩
篇
義
解
と
し
て

伝
承
さ
れ
た
説
を
示
し
、「
木
瓜
」
に
付
与
さ
れ
た
価
値
の
広
が
り
に
言

及
し
て
お
き
た
い
。

五
、
苞
苴
之
禮
の
原
義
と
変
容

　

で
は
先
ず
本
稿
冒
頭
に
記
し
た
「
苞
苴
之
禮
」
と
は
、
如
何
な
る
儀
礼

で
あ
っ
た
の
か
。『
禮
記
』
に
於
け
る
記
述
か
ら
検
討
す
る
。

　
『
禮
記
』「
曲
禮
上
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
経
文
〕
凡
以
弓
劍
・
苞
苴
・
簞
笥
問
人
者
、
操
以
受
命
、
如
使
之
容
。

凡
そ
弓
劍
・
苞
苴
・
簞
笥
を
以
て
人
を
問
ふ
者
は
、
操
る
に
受
命

を
以
て
し
、
使
の
容
の
如
く
す
。

〔
鄭
注
〕
問
猶
遺
也
。
苞
苴
、
裹
魚
肉
。
或
以
葦
、
或
以
茅
。

問
と
は
、
猶
ほ
遣お
く

る
の
ご
と
き
な
り
。
苞
苴
と
は
、
魚
肉
を
裹つ
つ

む

な
り
。
或
い
は
葦
を
以
て
し
、
或
い
は
茅
を
以
て
す
。

〔
孔
疏
〕
苞
者
、
以
草
苞
裹
魚
肉
之
屬
也
。
故
尚
書
云
、
厥
苞
橘
柚
、

是
其
類
也
。
苴
者
、
亦
以
草
藉
器
而
貯
物
也
。
…
…
問
之
悉
有
物
表

其
意
。
故
自
弓
劍
以
下
皆
是
也
。

苞
と
は
、
草
を
以
て
魚
肉
を
苞は
う
り裹

す
る
の
屬
な
り
。
故
に
『
尚
書
』
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に
云
ふ
、
厥
れ
橘く

ゐ
つ
い
う柚を

苞
む
、
と
。
是
れ
其
の
類
な
り
。
苴
と
は
、

草
を
以
て
器
に
藉か

り
て
、物
を
貯
ふ
る
な
り
。…
…
之
を
問
ふ
に
、

悉
く
物
有
り
て
其
の
意
を
表
は
す
。
弓
劍
よ
り
以
下
、
皆
な
是
れ

な
り
。

〔
正
義
〕
知
裹
魚
肉
者
、
詩
云
、
野
有
死
麕
、
白
茅
苞
之
。
内
則
云
、

炮
取
豚
、
編
萑
以
苴
之
。
旣
夕
禮
云
、
葦
苞
長
三
尺
、
是
其
裹
魚
肉
、

用
茅
用
葦
也
。

魚
肉
を
裹
む
を
知
る
者
は
、『
詩
（
經
）』
に
云
ふ
、
野
に
死し
き
ん麕

有

り
、
白
茅
も
て
之
を
苞つ
つ

む
、
と
。（『
禮
記
』）「
内
則
」
に
云
ふ
、

炮
し
て
豚
を
取
り
、萑あ
か
ざを
編
み
て
以
て
之
を
苴
す
、と
。（『
儀
禮
』）

「
旣
夕
禮
」
に
云
ふ
、
葦
苞
は
、
長
さ
三
尺
な
り
。
是
れ
其
の
魚

肉
を
裹
む
、
茅
を
用
て
し
葦
を
用
て
す
と
。

　

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
苞
苴
と
は
、
魚
肉
・
炮
豚
等
の
贄
を
、
幣
帛
と

し
て
薦
め
る
際
に
、
植
物
の
葉
を
編
ん
で
調
進
す
る
礼
俗
で
あ
る
。
こ
れ

は
、贈
物
を
露
わ
に
せ
ず
、含
意
を
籠
め
る
効
果
が
あ
っ
て
、現
代
の
我
々

の
進
物
の
作
法
に
通
じ
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
苞
苴
で
あ
る
が
、
進
物
の
内
容
を
包
み
隠
す
手
法
か
ら
、
後

に
賄
賂
の
贈
答
に
利
用
さ
れ
る
仕
儀
と
な
り
、
本
来
の
厚
意
の
伝
達
を
逸

脱
し
た
行
為
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

そ
の
早
い
例
の
『
荀
子
』
大
略
篇
の
「
湯
王
請
雨
祝
文
」
を
示
そ
う
。

湯
旱
而
禱
曰
、
政
不
節
與
。
使
民
疾
與
。
何
以
不
雨
至
斯
極
也
。
宮

室
榮
與
。
婦
謁
盛
與
。
何
以
不
雨
至
斯
之
極
也
。
苞
苴
行
與
。
讒
夫

興
與
。
何
以
不
雨
至
斯
極
也
。

湯
（
王
）
旱
に
し
て
禱
り
て
曰
は
く
、
政　

節
あ
ら
ざ
る
か
。
民

を
使
ふ
に
疾
な
る
か
。
何
を
以
て
雨
ふ
ら
ざ
る
こ
と
斯
の
極
に
至

れ
る
や
。
宮
室
榮
な
る
か
。
婦
謁
盛
ん
な
る
か
。
何
を
以
て
雨
ふ

ら
ざ
る
こ
と
斯
の
極
に
至
れ
る
や
。
苞
苴
行
は
る
る
か
。
讒
夫
興

る
か
。
何
を
以
て
雨
ふ
ら
ざ
る
こ
と
斯
の
極
に
至
れ
る
や
。

　

こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
天
譴
を
呵
問
す
る
祝
辞
に
於
い
て
、
人
事
の
悪

を
列
挙
す
る
中
に
「
苞
苴
」
は
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
苞
苴
は
単
な

る
幣
帛
で
は
な
く
、賄
賂
の
横
行
を
指
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、

進
物
が
包
み
隠
さ
れ
る
こ
と
で
、
贄
以
外
の
宝
物
等
の
隠
微
な
贈
賄
の
手

段
に
変
容
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
に
示
す
よ
う
に
孔

子
は
「
木
瓜
」
の
義
解
に
於
い
て
、
苞
苴
の
原
義
を
説
い
て
い
る
。
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六
、『
孔
叢
子
』
に
お
け
る
詩
篇
の
義
解
の
特
質

　

前
引
の
「
苞
苴
之
禮
」
に
關
す
る
孔
子
の
言
に
就
い
て
、
よ
り
詳
細
な

記
述
が
『
孔
叢
子
』
に
あ
る
。
行
論
の
都
合
上
、
句
毎
通
番
を
附
し
て
次

に
示
す
。（　

）
内
は
、
石
本
が
そ
の
趣
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

孔
子
讀
『
詩
』
及
「
小
雅
」、
喟
然
而
嘆
曰
、
吾

１
、
於
周
南
・
召
南
見
周
道
之
所
以
盛
也
、

２
，
於
「
柏
舟
」
見
匹
夫
執
志
之
不
可
易
也
、

３
、
於
「
淇
奧
」
見
學
之
可
以
爲
君
子
也
、

４
、
於
「
考
槃
」
見
遯
世
之
士
而
不
悶
也
、

５
、
於
「
木
瓜
」
見
苞
苴
之
禮
行
也
、

６
、
於
「
緇
衣
」
見
好
賢
之
心
至
也
、

７
、
於
「
鷄
鳴
」
見
古
之
君
子
不
忘
其
敬
也
、

８
、
於
「
伐
檀
」
見
賢
者
之
先
事
後
食
也
、

９
、
於
「
蟋
蟀
」
見
陶
唐
儉
德
之
大
也
、

10
、
於
「
下
泉
」
見
亂
世
之
思
明
君
也
、

11
、
於
「
七
月
」
見
豳
公
之
所
以
造
周
也
、

12
、
於
「
東
山
」
見
周
公
之
先
公
而
後
私
也
、

13
、
於
「
狼
跋
」
見
周
公
之
遠
志
所
以
爲
聖
也
、

14
、
於
「
鹿
鳴
」
見
君
臣
之
有
禮
也
、

15
、
於
「
彤
弓
」
見
有
功
之
必
報
也
、

16
、
於
「
羔
羊
」
見
善
政
之
有
應
也
、

17
、
於
「
節
南
山
」
見
忠
臣
之
憂
世
也
、

18
、
於
「
蓼
莪
」
見
孝
子
之
思
養
也
、

19
、
於
「
楚
茨
」
見
孝
子
之
思
祭
也
、

20
、
於
「
裳
裳
者
華
」
見
古
之
賢
者
世
保
其
祿
也
、

21
、
於
「
采
菽
」
見
古
之
明
王
所
以
敬
諸
侯
也
。

孔
子
『
詩
（
經
）』
を
讀
み
て
、
小
雅
に
及
ぶ
や
喟
然
と
し
て
嘆

じ
て
曰
は
く
、
吾
れ

１
、 「
周
南
」・「
召
南
」
に
於
て
周
道
の
盛
ん
な
る
所
以
を
見
、

 

（
周
道
之
盛
）

２
、「
柏
舟
」に
於
て
匹
夫
の
志
を
執
る
の
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
見
、

 

（
匹
夫
執
志
）

３
、「
淇
奥
」
に
於
て
學
ぶ
の
以
て
君
子
た
る
べ
き
を
見
、

 

（
学
為
君
子
）

４
、「
考
槃
」
に
於
て
遯
世
の
士
の
悶う
れ

へ
ざ
る
を
見
、 （
遁
世
不
悶
）

５
，「
木
瓜
」
に
於
て
苞
苴
の
禮
の
行
は
る
る
を
見
、 （
苞
苴
行
礼
）

６
、「
緇
衣
」
に
於
て
賢
を
好
む
の
心
至
れ
る
を
見
、 （
好
賢
至
心
）
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７
、「
鷄
鳴
」
に
於
て
古
へ
の
君
子
其
の
敬
を
忘
れ
ざ
る
を
見
、

 

（
君
子
不
忘
敬
）

８
、「
伐
檀
」
に
於
て
賢
者
の
事
を
先
に
し
食
を
後
に
す
る
を
見
、

 

（
賢
者
先
事
）

９
、「
蟋
蟀
」
に
於
て
陶
唐
の
儉
德
の
大
な
る
を
見
、 （
陶
唐
倹
徳
）

10
、「
下
泉
」
に
於
て
亂
世
の
明
君
を
思
ふ
を
見
、 

（
乱
世
思
君
）

11
、「
七
月
」
に
於
て
豳
公
の
周
に
造い
た

る
所
以
を
見
、 （
豳
公
造
周
）

12
、「
東
山
」
に
於
て
周
公
の
公
を
先
に
し
私
を
後
に
す
る
を
見
、

 

（
周
公
先
公
）

13
、「
狼
跋
」
に
於
て
周
公
の
遠
志
の
聖
た
る
所
以
を
見
、

 
（
周
公
遠
志
）

14
、「
鹿
鳴
」
に
於
て
君
臣
の
禮
有
る
を
見
、 
（
君
臣
有
礼
）

15
、「
彤
弓
」
に
於
て
功
有
れ
ば
必
ず
報
あ
る
を
見
、 （
有
功
必
報
）

16
、「
羔
羊
」
に
於
て
善
政
の
應
有
る
を
見
、 

（
善
政
有
応
）

17
、「
節
南
山
」
に
於
て
忠
臣
の
世
を
憂
ふ
る
を
見
、 （
忠
臣
憂
世
）

18
、「
蓼
莪
」
に
於
て
孝
子
の
養
を
思
ふ
を
見
、 

（
孝
子
思
養
）

19
、「
楚
茨
」
に
於
て
孝
子
の
祭
を
思
ふ
を
見
、 

（
孝
子
思
祭
）

20
、 「
裳
裳
者
華
」
に
於
て
古
へ
の
賢
者
の
世
々
其
の
祿
を
保
つ

を
見
、 

（
賢
者
保
祿
）

21
、 「
采
菽
」
に
於
て
古
へ
の
明
王
の
諸
侯
を
敬
す
る
所
以
を
見

る
な
り
、
と
。 

（
明
王
敬
侯
）

　

右
が
、
孔
子
が
『
詩
』
を
い
か
な
る
視
座
か
ら
理
解
し
て
い
た
の
か
を

示
す
記
述
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
現
行
の
『
詩
經
』
の
全
般
に
亙
る
が
、

三
百
余
篇
の
詩
の
中
か
ら
、
義
解
に
於
て
特
に
重
要
な
篇
が
採
ら
れ
た
と

見
て
よ
い
。
そ
の
中
に
本
稿
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
木
瓜
」
が
「
禮
」

と
結
び
付
け
ら
れ
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、「
木

瓜
」
と
同
じ
衛
風
か
ら
は
、「
淇
奥
」
と
「
考
槃
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。「
淇

奥
」
は
「
切
磋
琢
磨
」
の
故
事
で
有
名
で
あ
る
が
、「
匪
た
る
君
子
」
す

な
わ
ち
教
養
あ
る
偉
丈
夫
を
讃
え
る
言
辞
に
主
眼
が
あ
る
。『
大
學
』に「
切

磋
」
を
「
學
を
道い

ふ
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
右
文
に
於
て
「
學
之
可
以

爲
君
子
也
」
を
こ
の
篇
の
主
旨
と
捉
え
る
の
は
適
切
と
言
え
よ
う
。
そ
う

し
た
文
脈
の
中
に
在
る
義
解
と
し
て
、
孔
子
が
「
木
瓜
」
の
主
旨
を
「
苞

苴
之
禮
」
を
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
中
で
、苞
苴
だ
け
を
賄
賂
の
戒
め
と
解
す
る
の
は
異
常
で
あ
ろ
う
。

こ
の
列
挙
さ
れ
る
詩
篇
の
義
解
は
、
聖
人
・
忠
臣
・
孝
子
・
賢
者
等
の
讃

徳
で
あ
っ
て
、
盛
徳
の
あ
る
べ
き
姿
の
「
喩
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

孔
子
が
殊
更
に
「
苞
苴
の
禮
の
行
は
る
る
を
見
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
饋

礼
が
専
ら
「
賄
賂
」
の
横
行
を
招
き
、
本
来
の
「
苞
苴
之
禮
」
の
形
骸
化

を
戒
め
る
意
図
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。「
木
瓜
」
で
詠
わ
れ
た
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型
こ
そ
が
「
苞
苴
之
禮
」
の
本
義
で
あ
っ
て
、
た
と
え
薄
施
で
あ
っ
て
も

そ
れ
が
報
恩
の
含
意
に
よ
る
饋
贈
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
厚
報
す
る

の
が
本
来
の
型
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
礼
本
義
へ
の
「
復

礼
」
の
主
張
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
義
解
が
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
楚
竹
書
を
見
て
み
よ
う
。

七
、
楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
の
記
事
に
つ
い
て

　

楚
竹
書
『
孔
子
詩
論
』
は
、
戦
国
時
代
当
時
の
孔
子
学
派
内
に
於
け
る
、

『
詩
』
に
関
す
る
師
伝
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上

海
博
物
館
所
蔵
の
楚
の
竹
簡
で
、
概
ね
西
暦
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
漸
次
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が）

（1
（

、
簡
牘
の
排
列
・
文
字
の
比
定
・
欠
字
の
推

定
な
ど
、
現
在
で
も
議
論
検
討
の
余
地
が
あ
る
が）

（1
（

、
ひ
と
ま
ず
『
上
博
簡

≪
詩
論
≫
研
究
』（
晁
福
林
著
・
商
務
印
書
館
・
二
〇
一
三
年
一
〇
月
第

一
版
）
に
従
っ
て
、「
木
瓜
」
に
関
連
す
る
第
十
八
簡
か
ら
第
二
十
簡
の

記
事
を
示
そ
う
。（　

）
内
は
、
翻
字
で
あ
る
。

〔
第
十
八
簡
〕
因
木
苽
（
瓜
）
之
保
（
報
）、
以
俞俞
（
喩
）
其
〔
宀
＋

肙
＋
心
〕（
悁
）
者
也
。
折
（
杕
）
杜
、
則
情
憙
（
憘
）
其
至
也
。

〔
第
十
九
簡
〕
□
（
欠
字
）
志
、
既
曰
天
也
、
猶
又
（
有
）
悁
言
。

木
苽
（
瓜
）、
又
（
有
）
藏
愿
（
願
）
而
未
得
達
也
。
因

〔
第
二
十
簡
〕
币币
（
幣
）
帛
之
不
可
迲迲
（
去
）
也
、
民
眚
（
性
）
古
（
固
）

然
。
其
隱
志
必
又
（
有
）
以
俞俞
（
喩
）
也
、
其
言
又
（
有
）
所
載
而

句
（
后
）
内
（
納
）、
或
前
之
而
后
交
、
人
不
可
觕
也
。

　

こ
の
簡
牘
の
詳
解
は
、
先
述
の
事
情
で
未
だ
文
字
の
確
定
が
困
難
で
あ

る
が
、（　

）
内
の
翻
字
に
よ
る
試
釈
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

「
木
瓜
」の
報
に
因
り
て
、以
て
其
の
悁（
怨
み
）を
喩
ふ
る
者
な
り
。

「
杕て
い

杜と

」
は
、
則
ち
情
（
心
）
に
其
の
至
る
（
帰
還
）
を
憘よ
ろ
こぶ

な
り
。

□
（
欠
字
）
志
（
義
不
詳
）
既
に
天
を
曰
ふ
や
、
猶
ほ
悁
（
怨
）
言

有
る
が
ご
と
し
。「
木
瓜
」
は
、
願
ひ
を
蔵
す
る
有
れ
ど
も
、
未
だ

達
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。
因
り
て
幣
帛
（
贈
物
）
の
去
る
べ
か
ら
ざ

る
や
、
民
の
性　

固
よ
り
然
り
。
其
れ
隱
志
に
必
ら
ず
以
て
諭
（
喩
・

さ
と
す
）
有
る
な
り
。
其
の
言
に
載
す
る
所
有
り
て
、
而
る
后の
ち

に
納

れ
、
或
い
は
之
を
前
に
し
て
而
る
后の
ち

に
交
は
る
。
人
は
觕
（
粗
略
）

す
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

右
に
記
さ
れ
る
「
杕
杜
」
は
、『
詩
經
』
唐
風
及
び
小
雅
・
鹿
鳴
之
什

の
篇
名
で
、
こ
こ
で
は
小
雅
を
採
る
。
小
雅
「
杕
杜
」
は
、
征
夫
の
生
還
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を
言
祝
ぐ
詩
意
で
「
憘
其
至
」
の
言
に
合
う
。
そ
の
「
憘
」
に
対
比
し
て
、

「
木
瓜
」
は
「
悁
」（
怨
）
の
情
を
言
う
と
し
て
い
る
。「
木
瓜
之
報
」
と

は
、
ま
さ
し
く
「
投
果
報
玉
」
を
指
す
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
は
、「
喩
」
を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
詩
意
は
必
ず
「
喩
（
諭
）」
に
よ
っ
て
読
解
さ
れ
る
と
い
う
構
造

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
詩
篇
の
表
層
に
現
れ
る
意
味
は
必
ず
し
も
真
意
で
は

な
く
、
そ
の
表
現
は
元
来
「
喩
」
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

寓
意
さ
れ
た
隠
志
を
推
度
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
読
解
」
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詩
篇
に
於
い
て
作
者
は
そ
も
そ
も
隠
志
を
露
呈
す

る
表
現
は
し
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
表
現
は
あ
く
ま
で

表
層
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
意
義
を
見
出
す
の
は
専
ら
読
解
者
に
委
ね
ら
れ

る
と
い
う
構
造
と
も
換
言
で
き
る
。

　

で
は
、『
詩
經
』
詩
篇
に
於
い
て
は
、
こ
う
し
た
読
解
が
何
故
容
易
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
『
詩
經
』
詩
篇
に
「
作
者
」
が
存

在
し
な
い
こ
と
に
因
る
。
こ
こ
で
言
う
「
作
者
」
は
「
作
意
」
あ
る
個
人

の
意
味
で
、
集
団
の
文
学
と
さ
れ
る
『
詩
經
』
に
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
意

味
で
の
「
作
者
」
は
存
在
し
得
な
い
。
巷
間
の
民
歌
と
さ
れ
る
国
風
は
、

永
い
時
間
の
経
過
の
中
で
生
成
さ
れ
、
知
識
人
の
手
に
よ
っ
て
整
形
さ
れ

た
詩
篇
で
あ
っ
て
、
一
個
人
に
よ
る
「
作
意
」
及
び
「
作
為
」
の
発
露
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
詩
篇
に
は
表
層
的
意
味
は
存
在
し
て
い
る

に
せ
よ
、「
隠
志
」
は
読
解
者
が
推
度
ま
た
は
付
与
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
は
、
翻
っ
て
は
古
代
に
於
け
る
「
諺
」・「
謠
」・「
語
」・「
辭
」
と
い
っ

た
言
辞
に
共
通
す
る
読
解
の
構
造
で
あ
る）

（1
（

。
こ
れ
は
、
詩
篇
を
古
謡
・
古

諺
等
と
同
様
の
文
脈
の
中
に
置
い
て
考
え
る
べ
き
枠
組
み
で
あ
る
。

　

一
体
に
古
代
に
於
け
る
口
承
は
、
重
要
な
意
義
を
伝
承
す
る
言
辞
で

あ
っ
た
。
語
・
辭
・
諺
・
謠
等
は
音
調
・
韻
律
を
備
え
た
特
殊
言
語
で
、

そ
れ
ら
が
歌
・
誦
・
唱
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
層
的
意
味
を
措
い

て
隠
志
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
言
辞
は
、
当
初
か
ら
表
層
的
意
味
だ

け
で
は
意
思
伝
達
の
言
辞
と
し
て
は
機
能
せ
ず
、
そ
の
隠
志
を
読
解
者
そ

れ
ぞ
れ
が
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
喩
（
諭
）
＝
お
し
え
」
と
し
て

機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。『
詩
經
』
詩
篇
も
お
そ
ら
く
こ
の
文
脈
の
中
に

据
え
て
読
解
す
べ
き
言
辞
で
あ
っ
て
、
表
層
の
表
現
を
重
ん
じ
て
「
作
者
」

の
意
図
を
読
み
取
る
構
造
の
中
に
は
な
い
。

　

そ
こ
で
師
伝
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
何
ら
か
の
根
拠
を
保

持
し
、
か
つ
そ
の
時
代
に
お
け
る
説
得
力
の
あ
る
解
釈
が
、「
隠
志
」
の

師
伝
の
成
立
を
可
能
に
す
る
。
前
述
の
賈
子
と
荀
卿
の
間
に
お
け
る
「
古

訓
」
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
説
得
力
を
求
め
て
、
あ
る
場
合

に
は
「
易
水
歌
」
に
於
け
る
荊
軻
の
物
語）

（1
（

や
、「
滄
浪
歌
」
を
結
末
と
す

る
「
漁
父
辭
」
を
生
み
出
し）

（1
（

、
そ
し
て
数
多
く
の
隠
志
解
釈
を
伝
え
る
『
韓
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詩
外
傳
』
へ
と
結
実
す
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
易
水
歌
」
に
お
け

る
「
壯
士
」
の
比
定
、「
滄
浪
歌
」
に
お
け
る
「
濯
足
・
濯
纓
」
の
寓
意
は
、

と
も
に
「
喩
」
の
構
造
の
中
で
推
度
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

歌
わ
れ
る
こ
と
が
必
須
の
『
詩
經
』
詩
篇
も
、
予
め
こ
う
し
た
推
度
が
期

待
さ
れ
て
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
い
で
第
二
は
、
礼
義
と
『
詩
論
』
と
の
不
離
な
関
係
が
窺
わ
れ
る
点

で
あ
る
。
こ
の
「
報
」
か
ら
、
饋
贈
の
「
幣
帛
」、
ま
た
礼
贈
を
行
わ
ず

し
て
強
引
に
会
見
す
る
非
礼
な
「
觕
」
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
本
稿
の
視
点

で
あ
る
「
苞
苴
之
禮
」
と
の
関
連
も
想
起
す
る
に
足
る
言
説
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
陳
桐
生
『
孔
子
詩
論
研
究
』
で
は
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。

『
孔
子
詩
論
』
第
十
八
簡
説
、「
因
『
木
瓜
』
之
報
、
以
喩
其
悁
也
。」

竹
書
以
「
報
」
説
「
木
瓜
」、
此
旨
与
春
秋
古
義
完
全
一
致
。
…
…

第
二
十
簡
説
「
幣
帛
之
不
可
去
」、
第
二
十
七
簡
又
説
、
離
其
所
愛

是
為
了
「
賓
贈
」、
這
与
『
孔
叢
子
』
所
説
的
「
苞
苴
之
禮
」
精
神

相
通）

11
（

。

　

こ
の
考
説
で
も
、「
木
瓜
」
の
「
投
果
報
玉
」
が
、
薄
施
厚
報
の
「
苞

苴
之
禮
」と
通
ず
る
行
為
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の「
木

瓜
」
と
「
苞
苴
之
禮
」
と
の
関
係
は
、
よ
り
大
き
な
視
点
と
し
て
は
、「
詩
」

と
「
礼
」
と
の
親
和
性
を
示
す
。
換
言
す
れ
ば
、
義
解
に
お
け
る
礼
義
の

応
用
の
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

八
、
む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、『
詩
經
』
衞
風
「
木
瓜
」
を
例
に
、
そ
の
義
解
の
成
立
と

機
能
を
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
本
稿
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
『
詩
經
』
解
釈
に
於
い
て
は
、「
諷
諭
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
詩
の
義
解
が
始
原
的
意
味
に
固
定
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
諷
諭
は
成

り
立
ち
得
な
い
。
諷
諭
は
表
層
の
言
辞
に
は
現
れ
て
い
な
い
底
意
を
、「
隠

志
」
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
表
現
に
は
必
ず
寓
意
が

あ
る
と
す
る
読
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
詩
經
』
に
於
い
て
は
む
し
ろ
本
源

的
理
解
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
『
詩
經
』
の
存
在
価
値
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、始
原
的
と
さ
れ
る
意
味
が
そ
の
ま
ま
読
み
取
ら
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
詩
篇
の
価
値
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
の
寓
意
を
推
度
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
詩
解
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
元
来
『
詩
經
』
は
「
作
者
」
が
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
集
団
の

詩
歌
で
あ
っ
た
出
自
に
拠
る
が
、
個
人
と
し
て
の
「
作
者
」
が
存
在
し
な

い
な
ら
ば
、
そ
こ
に
「
作
意
」
を
前
提
と
し
た
読
解
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
作
者
に
は
伝
え
た
い
作
意
が
作
品
に
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
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構
造
の
中
に
お
い
て
成
立
し
う
る
「
読
解
」
が
消
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
確
乎
と
し
て
存
在
す
る
の
は
「
詩
篇
」
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
如
何
な
る
意
味
を
付
与
す
る
か
が
、
読
解
そ
の
も
の
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
『
詩
經
』
の
詩
篇
は
、
後
世
の
詩
人
に
よ
る
個
性
の
発
露

や
情
念
・
思
索
の
主
張
を
、
そ
の
表
現
か
ら
読
解
す
べ
き
詩
篇
と
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
詩
經
』の
詩
篇
は
、そ
の
原
初
か
ら「
喩
」

の
定
立
に
よ
っ
て
存
在
価
値
が
生
じ
た
言
辞
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
古
諺
・

古
謡
と
同
様
の
文
脈
の
中
に
据
え
て
読
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

朱
熹
『
詩
集
傳
』
は
、
常
に
革
新
的
詩
解
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

唐
宋
詩
壇
の
個
性
の
発
露
た
る
詩
篇
の
解
釈
を
遡
及
し
た
論
著
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
表
層
の
意
味
に
立
ち
返
っ
て
、「
木
瓜
」
を
「
男
女

相
贈
答
之
詞
」
と
し
て
解
し
得
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
れ
は
、『
詩

經
』詩
篇
が
い
か
な
る
場
に
於
い
て
機
能
し
て
き
た
か
を
振
り
か
え
れ
ば
、

『
詩
經
』
に
期
待
さ
れ
た
本
義
で
は
な
い
。『
詩
經
』
は
、「
作
者
」
不
在

と
い
う
与
然
の
条
件
に
よ
っ
て
、「
隠
志
」
の
推
度
が
容
易
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
有
力
な
義
解
が
共
通
理
解
の
基
盤
を
準
備
し
、「
喩
」
を
前
提
と

し
て
読
解
さ
れ
た
言
辞
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、『
詩
經
』
解
釈
の
展
開
を
見
る
詩
篇
と
し
て
「
木
瓜
」
へ
の

興
味
に
惹
か
れ
て
、
甚
だ
粗
雑
な
論
述
と
な
っ
た
。
現
在
の
詩
篇
解
釈
と

は
異
な
っ
た
文
脈
の
中
に
在
る
『
詩
經
』
詩
篇
の
性
格
が
、
僅
か
に
指
摘

で
き
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
博
雅
の
斧
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

註（
１
） 

種
村
和
史
氏『
詩
經
解
釋
學
の
繼
承
と
變
容
─
北
宋
詩
經
學
を
中
心
に
据
え
て
─
』

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
・
研
文
出
版
）
に
は
、
近
世
に
於
け
る
『
詩
經
』
解
釈
の

特
徴
と
変
容
が
、
丁
寧
か
つ
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
漢
唐
訓
詁
学

へ
の
言
及
も
豊
富
で
、
多
大
な
る
裨
益
を
受
け
た
。

 

谷
口
洋
氏
「『
左
伝
』『
孟
子
』
に
見
え
る
文
献
と
語
り
─
引
用
を
手
が
か
り
と
し

て
」
一
『
書
』
の
引
文
と
『
詩
』「
語
」「
言
」「
諺
」（『
中
国
文
明
の
形
成
』・
京

都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
・
二
〇
〇
五
年
二
月
・
朋
友
書
店
）
に
適
確

な
指
摘
が
あ
る
。

 

　

晁
福
林
氏
『
上
博
簡
《
詩
論
》
研
究
』（
商
務
印
書
館
・
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

一
七
二
頁
～
一
八
五
頁
参
照
。
こ
の
大
部
な
研
究
は
、
最
も
確
度
の
高
い
文
字
比

定
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
博
搜
と
論
述
の
展
開
に
は
信
頼
を
置
く
が
、
そ
の
視
点
は

始
原
的
意
味
の
確
定
に
向
か
っ
て
お
り
、
本
稿
の
立
場
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
２
） 

朱
熹
『
詩
集
傳
』
序
に
は
、
朱
熹
の
文
学
観
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
詩
』
二
南
は
「
性
情
之
正
」
の
発
露
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
惟
周
南
召
南
親
被
文
王
之
化
以
成
德
、
而
人
皆
有
以
得
其
性
情
之
正
、

故
其
發
於
言
者
、
樂
而
不
過
於
淫
、
哀
而
不
及
於
傷
（
惟
だ
周
南
・
召
南
の
み
は
、

親
し
く
文
王
の
化
を
被
む
り
て
、
以
て
德
を
成
し
て
、
人
皆
以
て
其
の
性
情
の
正

を
得
る
こ
と
有
る
が
故
に
、
其
の
言
に
發
す
る
者
、
樂
し
め
ど
も
淫
に
過
ぎ
ず
、

哀
れ
む
も
傷
ふ
に
及
ば
ず
）。」に
示
さ
れ
て
い
る
。朱
熹
に
よ
れ
ば
、「
詩
」と
は
、

人
間
性
の
根
源
に
発
す
る
情
の
発
露
と
な
る
。
た
だ
し
、
あ
る
べ
き
形
は
「
性
情
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之
正
」
に
発
す
る
「
詩
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
聖
人
の
化
を
被
む
り
て
後
、
漸
く
人

に
備
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
朱
子
詩
論
の
展
開
の
中
で
は
、

「
情
」
は
常
に
「
性
」
と
共
に
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
３
） 

こ
の
疑
字
の
底
意
に
つ
い
て
は
、『
詩
經
』
上
（
高
田
眞
治
・
漢
詩
大
系
・
昭
和

六
十
一
年
・
集
英
社
）
二
六
一
頁
注
に
記
載
が
あ
る
。

 

　

朱
注
の
「
而
猶
未
足
以
爲
報
也
。
而
不
忘
耳
（
而
し
て
猶
ほ
未
だ
以
て
報
と
爲

す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
而す
な
はち
忘
れ
ざ
る
の
み
）。」
は
、
詩
の
趣
旨
解
説
部
分
で
あ

る
が
、
こ
れ
で
は
、「
木
瓜
」
が
男
女
の
契
り
を
そ
の
場
だ
け
の
邂
逅
と
せ
ず
、

末
永
い
交
誼
の
証
し
と
し
た
い
と
の
願
望
が
籠
め
ら
れ
る
熱
情
の
歌
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
現
在
の
我
々
に
率
直
な
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か

ら
こ
そ
、
む
し
ろ
私
は
こ
の
解
釈
の
方
向
性
に
疑
義
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
表
層
の
言
辞
か
ら
容
易
に
引
き
出
せ
る
内
容
が
、
な
ぜ
漢
代
以
前
か
ら

指
摘
さ
れ
得
ず
、
朱
熹
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
そ
れ
は
、
彼
が
『
詩
集
傳
』
序
で
強
調
す
る
「
詩

教
」・「
性
情
之
正
」
に
お
い
て
「
木
瓜
」
詩
篇
が
如
何
な
る
価
値
を
持
つ
か
が
、

不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
に
拠
ろ
う
。
そ
れ
が
朱
熹
に
「
疑
」
の
留
保
を
お
か
せ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
聖
人
観
の
桎
梏
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
時
代
の
解
釈

の
限
界
と
み
る
の
か
、
朱
熹
自
身
の
「
詩
」
定
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
例
外
詩
の
処
理

と
み
る
の
か
は
、
見
解
が
分
か
れ
よ
う
。

（
４
） 

溱
與
洧　
　
　

溱
と
洧
（
い
：
溱
・
洧
と
も
に
川
の
名
）
と

 

方
渙
渙
兮　
　

方
（
ま
さ
）
に
渙
渙
（
春
水
が
満
ち
る
）
た
り

 

士
與
女　
　
　

士
と
女
と

 

方
秉
蕑
兮　
　

方
に
蕑
（
蘭
）
を
秉
（
と
）
る

 

女
曰
觀
乎　
　

女
曰
く
觀
ん
か
と

 

士
曰
既
且　
　

士
曰
く
旣
に
且
（
ゆ
）
け
り
と

 

且
往
觀
乎　
　

且
つ
往
き
て
觀
ん
か

 

洧
之
外　
　
　

洧
の
外

 

洵
訏
且
樂　
　

洵
（
ま
こ
と
）
に
訏
（
お
ほ
）
い
に
し
て
且
つ
樂
し

 

維
士
與
女　
　

維
（
こ
）
れ
士
と
女
と

 

伊
其
相
謔　
　

伊
（
こ
）
れ
其
れ
相
ひ
謔
む
れ

 

贈
之
以
勺
藥　

之
に
贈
る
に
勺
藥
を
以
て
す
（
以
下
略
）

（
５
） 『
聞
一
多
全
集
』（
朱
自
清
等
編
・
大
安
・
一
九
六
七
年
）
古
典
新
義
「
詩
經
通
義
」

召
南
・
摽
有
梅
。
ま
た
、
同
様
の
記
述
が
「
詩
經
新
義
」
二
南
・
摽
に
あ
る
。
後

者
に
は
、「
古
俗
に
夏
季
の
果
の
熟
す
る
の
時
に
於
て
、人
民
を
林
中
に
會
し
、士
・

女　

分
曹
し
て
聚
ま
る
。
女
各
〻
果
實
を
以
て
其
の
悅
ぶ
所
の
士
に
投
じ
、
焉
に

中
た
る
者
、
或
い
は
佩
玉
を
以
て
相
報
ゆ
れ
ば
、
即
ち
相
約
し
て
夫
婦
と
爲
る
。

（
古
俗
於
夏
季
果
熟
之
時
、
會
人
民
於
林
中
、
士
女
分
曹
而
聚
、
女
各
以
果
實
投

其
所
悅
之
士
、
中
焉
者
或
以
佩
玉
相
報
、
即
相
約
爲
夫
婦
焉
。）」
と
あ
る
。

（
６
） 『
晉
書
』
卷
五
十
五
・
列
傳
第
二
十
五
・
潘
岳
傳
。「（
潘
）
岳
、
姿
儀
に
美
な
り
。

辭
藻
絶
麗
に
し
て
、
尤
も
善
く
哀
誄
の
文
を
爲
る
。
少
き
時
、
常
に
彈
を
挾
み
て

洛
陽
の
道
に
出
づ
。
婦
人
の
之
に
遇
ふ
者
、
皆
な
手
を
連
ね
て
縈
繞
（
取
り
囲
む
）

し
、
之
に
投
ず
る
に
果
（
実
）
を
以
て
す
。
遂
に
車
に
滿
ち
て
以
て
歸
る
。
時
に

張
載
甚
だ
醜
し
。
行
く
毎
に
、
小
兒　

瓦
石
を
以
て
之
に
擲
ち
、
委
頓
（
疲
れ
切
っ

て
）
し
て
反
（
帰
）
る
。（
岳
美
姿
儀
、
辭
藻
絶
麗
、
尤
善
爲
哀
誄
之
文
。
少
時

常
挾
彈
出
洛
陽
道
、
婦
人
遇
之
者
、
皆
連
手
縈
繞
、
投
之
以
果
、
遂
滿
車
以
歸
。

時
張
載
甚
醜
。
每
行
、
小
兒
以
瓦
石
擲
之
、
委
頓
而
反
。）」
と
あ
り
、
潘
岳
と
張

載
が
対
比
さ
れ
る
。

（
７
） 

厳
汝
嫻
氏
『
中
国
少
数
民
族
婚
姻
家
庭
』。
後
掲
福
本
氏
著
書
引
。
石
本
は
未
見
。

（
８
） 

水
上
静
夫
氏
『
中
国
古
代
の
植
物
學
の
研
究
』（
角
川
書
店
・
一
九
七
七
年
）、
家

井
眞
氏
『『
詩
經
』
の
原
義
的
研
究
』（
研
文
出
版
・
二
〇
〇
四
年
）、
福
本
郁
子

氏
『『
詩
經
』
興
詞
研
究
』（
研
文
出
版
・
二
〇
一
二
年
）。
特
に
福
本
氏
は
、
同

書
第
二
章
興
詞
に
謡
わ
れ
た
呪
術
的
行
為
・
補
記
投
果
婚
の
習
俗
に
就
い
て

（
四
〇
六
頁
～
四
一
八
頁
）
で
、
豊
富
な
例
証
を
挙
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
） 『
左
傳
』
に
於
け
る
『
詩
經
』
詩
篇
の
朗
誦
に
つ
い
て
は
、『
≪
左
伝
≫
賦
詩
研
究
』
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（
毛
振
華
著
・
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
一
一
年
）、『
三
礼
用
詩
考
論
』（
王
秀

臣
著
・
中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
二
〇
〇
七
年
五
月
）
等
が
あ
る
。

（
10
） 『
詩
經
』
大
雅
・
生
民
之
什
「
假
（
嘉
）
樂
」

 

假
樂
君
子
、
顯
顯
令
德
、
宜
民
宜
人
。
受
祿
於
天
、
保
右
命
之
、
自
天
申
之
。

 

千
祿
百
福
、
子
孫
千
億
。
穆
穆
皇
皇
、
宜
君
宜
王
。
不
愆
不
忘
、
率
由
舊
章
。

 

威
儀
抑
抑
、
德
音
秩
秩
。
無
怨
無
惡
、
率
由
羣
匹
。
受
福
無
疆
、
四
方
之
綱
。

 

之
綱
之
紀
、
燕
及
朋
友
。
百
辟
卿
士
、
媚
於
天
子
。
不
解
於
位
、
民
之
攸
塈塈
。

（
11
） 『
詩
經
』
鄭
風
「
緇
衣
」

 

緇
衣
之
宜
兮
、
敝
予
又
改
爲
兮
。
適
子
之
館
兮
、
還
予
授
子
之
粲
兮
。

 

緇
衣
之
好
兮
、
敝
予
又
改
造
兮
。
適
子
之
館
兮
、
還
予
授
子
之
粲
兮
。

 

緇
衣
之
蓆
兮
、
敝
予
又
改
作
兮
。
適
子
之
館
兮
、
還
予
授
子
之
粲
兮
。

（
12
） 『
詩
經
』
小
雅
・
南
有
嘉
魚
之
什
「
蓼
蕭
」

 

蓼
彼
蕭
斯
、
零
露
湑
兮
。
旣
見
君
子
、
我
心
寫
兮
。
燕
笑
語
兮
、
是
以
有
譽
處
兮
。

 

蓼
彼
蕭
斯
、
零
露
瀼
瀼
。
旣
見
君
子
、
爲
龍
爲
光
。
其
德
不
爽
、
壽
考
不
忘
。

 

蓼
彼
蕭
斯
、
零
露
泥
泥
。
旣
見
君
子
、
孔
燕
豈
弟
。
宜
兄
宜
弟
、
令
德
壽
豈
。

 

蓼
彼
蕭
斯
、
零
露
濃
濃
。
旣
見
君
子
、
鞗
革
忡
忡
。
和
鸞
雍
雍
、
萬
福
攸
同
。

（
13
） 

逸
詩
「
轡
之
柔
矣
」
で
あ
る
。『
詩
經
』
に
は
収
載
さ
れ
ず
、『
左
傳
』
襄
公

二
十
六
年
に
篇
名
が
遺
る
。詩
句
は『
逸
周
書
』「
太
子
晉
」に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 

馬
之
剛
矣
、
轡
之
柔
矣
。
馬
亦
不
剛
、
轡
亦
不
柔
。
志
氣
麃
麃
、
取
與
不
疑
。

（
14
） 『
詩
經
』
鄭
風
「
將
仲
子
兮
」

 

將
仲
子
兮
、
無
踰
我
里
、
無
折
我
樹
杞
。
豈
敢
愛
之
、
畏
我
父
母
。

 

仲
可
懷
也
、
父
母
之
言
、
亦
可
畏
也
。

 

將
仲
子
兮
、
無
踰
我
墻
、
無
折
我
樹
桑
。
豈
敢
愛
之
、
畏
我
諸
兄
。

 

仲
可
懷
也
、
諸
兄
之
言
、
亦
可
畏
也
。

 

將
仲
子
兮
、
無
踰
我
園
、
無
折
我
樹
檀
。
豈
敢
愛
之
、
畏
人
之
多
言
。

 

仲
可
懷
也
、
人
之
多
言
、
亦
可
畏
也
。

（
15
） 

例
え
ば
、
一
九
九
九
年
以
降
、
文
匯
報
・
光
明
日
報
等
で
報
じ
ら
れ
、
そ
の
後
朱

渕
清
『
読
簡
偶
識
』（
上
海
書
店
・
二
〇
〇
二
年
）、
陳
桐
生
『
≪
孔
子
詩
論
≫
研

究
』（
中
華
書
局
・
二
〇
〇
四
年
）、
晁
福
林
『
上
博
簡
《
詩
論
》
研
究
』（
商
務

印
書
館
・
二
〇
一
三
年
）
等
の
論
考
が
あ
る
。

（
16
） 

例
と
し
て
『
戦
国
楚
竹
書
《
詩
論
》
解
義
』（
黄
杯
信
著
・
社
会
科
学
文
献
出
版
社
・

二
〇
〇
四
年
八
月
）・
楚
簡
《
孔
子
詩
論
弁
証
》（
鄭
剛
著
・
汕
頭
大
学
出
版
社
・

二
〇
〇
四
年
五
月
）
等
。

（
17
） 

前
掲
註
（
１
）
谷
口
洋
氏
論
考
参
照
。

（
18
） 「
易
水
歌
」
は
、『
史
記
』（
点
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
・
中
華
書
局
・
二
〇
一
四

年
八
月
）
卷
八
十
六
・
刺
客
列
傳
第
二
十
六
・
荊
軻
に
採
ら
れ
た
「
風
蕭
蕭
兮
易

水
寒
、
壯
士
一
去
兮
不
復
還
。」
で
あ
る
。
元
よ
り
『
史
記
』
で
は
「
壯
士
」
を

荊
軻
と
す
る
が
、
こ
れ
も
古
謠
で
あ
る
。

（
19
） 「
漁
父
辭
」
に
採
ら
れ
た
「
滄
浪
歌
」
は
以
下
の
通
り
。「
滄
浪
之
水
淸
兮
、
可
以

濯
我
纓
。
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯
我
足
。」（『
楚
辭
章
句
』・
楚
辭
要
籍
叢
刊
・

王
逸
撰
・
黃
靈
庚
點
校
・
上
海
古
籍
出
版
社
・
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

（
20
） 

陳
桐
生
『《
孔
子
詩
論
》
研
究
』（
中
華
書
局
・
二
〇
〇
四
年
）・
一
五
一
頁
～

一
五
二
頁
。

※
本
稿
は
、
令
和
三
年
度
國
學
院
大
學
派
遣
研
究
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


